






























































































最大値 29.83 32.63 9.4%
最小値 -29.80 -32.33 8.5%
最大値 25.45 28.20 10.8%
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プ（H シリーズ）の試験体は軸歪 1.5εy に相当する歪振

















































X 24.5 4.24 4.57
Y 29.6 4.63 5.58 3.41 2.40 弾性域
X 48.6 8.39 9.64 5.93 4.93 1.28





























×1 ×2 ×3 ×1 ×2 ×3
最大塑性率 -2.38 3.81 1.44
変形(mm) -5.95 9.76 3.69
累積塑性変形倍率 50.2 191 0.438
最大塑性率 -1.47 -2.45 -3.83 1.24
変形(mm) -3.90 -6.49 -10.2 3.30

































































験体は RC フレームの強度 18N/mm2(低強度タイプ)，
48N/mm2(高強度タイプ)の 2 体とする．荷重と層間変位
関係を図 8 に示す． 
高強度タイプは，層間変形角 R=1/50rad まで大きな耐
力低下は見られず，安定した復元力特性を有している．




低強度タイプは，引張側 R=1/50rad の 2 回目から耐力
低下が見られ，R=1/25rad では耐力が大きく低下した．
































鉛直アクチュエータ パンタグラフ 水平アクチュエータ 












































(a)クレーンでの取込 (b)上部楔 (c)楔詳細 (d)座屈拘束ブレース付鉄骨枠のRCへの適用 
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束指標 PE /Py を 6 に数値を上げ，溝形鋼の鋼種，モルタ
ル強度を変化させた試験体を製作し，性能評価実験を行
った．試験体は 4 体とし，試験体 cNmN は溝形鋼の鋼種
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シリーズ）を 2 体（歪振幅 4.5%：H45，歪振幅 5.5%：
H55），基本タイプ（B シリーズ）を 2 体（歪振幅 3.0%：
B30，歪振幅 4.0%：B40），の計 4 体とし，一定軸歪繰返
し載荷としている．B30 試験体は軸歪 3.0%11 回目，B40
試験体は軸歪 4.0%6 回目，H45 試験体は軸歪 4.5%4 回目
に引張破断した．H55 試験体は軸歪 5.5%3 回目圧縮時に
局部変形した．繰返し回数の直前を耐用回数とし，軸歪




 通常 50%の芯材塑性化部長さ比（塑性化部長さLp /芯 
材長さL）を 75%まで大きくし，細長比 λ（Lp /断面二次
半径 i）を 800 にした試験体において，既往の研究(7,8)よ












































高強度    3.0%歪3回目-圧縮 強軸方向変形
標準    3.0%歪4回目-圧縮 弱軸方向局部変形+強軸方向変形
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